


種々の検討の結果、 図4の如くジェットエアー

が布を通り無塵衣の中に入り、 首や手首から多

量の粒子をエア ー シヤワ ー 装置内に発塵するこ

とが判明した。

§ 4 エア ー カ ー テンの重要性
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§ 3

無塵衣内部よりの発塵

エアー シャワ ー 装置には適正なエア ー ジェ

ット風速がある

エアージェット 風速を上げると無塵衣の表面

粒子除去効率は上がるが、 ある風速を越えると

ジェットエアーが無塵衣を透過し、 発塵の原因

となる。

当社の実験によれば、 これらの相関によりエ

アージェット風速は図5に示す如く 20-25m/sec

が適当となる。（詳細は、第12回空気清浄とコン

タミネ ー ションコントロ ー ル研究会 「エアー シ

ャワ ーの脱塵効果 P211 参照）
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エアー シャワ ー 装置内では、 除去した粒子が

再付着する効果があり、装置内のクリ ーンアッ

プが短時間で行な·h れなければならない 。 その
クリ ーンアップ時間を比較すると、 図6の如く
である。 除去粒子の再付着防止のため、 又、
リ ーンルー ム出入時の除去粒子の混入に対して
もエアー カ ー テンは重要な役割をはたしている。
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(a)エア ー ジェットノズルより
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(b）天井面より

エア ー シャワ ー 装置のクリ ーンアップ性能
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